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保護者による評価








Ａ環境面


・人員配置や活動スペースは充分にとれている。


・体制は適切。


・職員の人数がわからない。





Ｂ児童への支援内容


・長期休暇の活動内容の工夫があるといい。


・プログラムや児童館との交流など不十分と感じる部分がある。





Ｃ事業所からの情報発信


・概ね、対応や配慮は適切である。


・職員によって対応が異なる。





Ｄ非常対応


・マニュアルは外に出していないので、細かな対応について保護者に伝わり切れていない。





職員による自己評価








Ａ環境面


・建物は充実しているが、マンパワー・支援内容に不十分な時がある。


Ｂ児童への支援内容


・児童の情報共有は行っているが、一部職員に支援計画が伝わっていない。


・当日開始前打ち合わせは実施しているが、活動終了後は行えていない。


・プログラム設定が適切か確認する必要がある。


Ｃ関係機関との連携


ケース会、学校の連絡会に参加。


Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者への連絡・対応は迅速・丁寧に行っている。


・送迎時に


Ｅ非常対応


・職員へのマニュアルや研修を年間を通じて行っている。





事業所内での分析





【共通点】


活動スペースは充実している。


地域との交流が希薄である。





【相違点】


保護者への伝達が、事業所が捉えているほど伝わっていない。


マニュアルが保護者に伝わっていない。
























































分析・検討してみて…





事業所の改善点





事業所の強み








報告・連絡・相談をより密に図り、共有する必要がある。


日々の活動や情報マニュアルの保護者への伝達不足。


関係機関などとの連携・共有不足。


職員の知識の差がある。








ハード面の充実。


職員間の情報共有。


イベントを通じて家族・兄弟児と関わることができる。


保護者との信頼関係。

















子どもの様子や保護者からの連絡事項の共有・確認不足をなくしていく。


小さな気づきも含めて職員で話し合い、職員間の周知・関係構築を行い、良い支援につなげていく。


マニュアル等、作成したものを保護者に伝える機会を設ける。


職員の個々の知識の差を埋める。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


保護者との信頼関係を維持できるよう、情報伝達ミスを減らし、必要な情報を保護者に提供していきたい。また、職員個々の支援スキルの向上を目指していきたい。








